
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同じ自閉スペクトラム症でも，症状はさまざまだと言われていますが， 

特性としてあらわれやすいものとして次の３つがあります。 

 

１． 人とのコミュニケーションが苦手 

 相手の微妙な表情・あいまいな表現の理解が難しい。 

 自分の気持ちを言葉で伝えることが難しい。 

  

２． 感覚が過敏 

 光・音・におい・肌ざわりなどに過敏に反応。 

 逆に，けがをしても痛がらない。真冬でも半袖で平気。 

 

３． こだわりが強い 

 同じ行動を繰り返す。 

    一人で遊ぶことが好き。 

 

これらの特性をもっている子ども達は，どんなことに困っているのでしょう。 

自閉症の人にとって，「世界はジャングルに住んでいるようなもの」と，よく

言われます。 

「どちらに進んだら良いのか分からない。」「予測ができない。」 

「何が起きるか分からない。」 

このような状況の中では，誰しも不安で心細い気持ちになり，とても疲れます

よね。学校でも同じで，特性に合った配慮のない状態は，ジャングルなのかも

しれません。何に困っていて，どんな気持ちでいるのかを理解した上での支援

を心がけたいと思っています。 
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自閉スペクトラム症の子は，どんなことに困っているの？ 
 

 学校は，ジャングル？！ 



 通級指導教室では，例えば，次のような学習しています。 

 

 

 
子ども達の声 

「こんなことに困っています！」 
そこで，かがやき教室では・・・
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「ちょっと待って。」っていつまで？ 

 

・「ちょっと」は，どれくらいか 

分からない。 

・見通しがもてなくて不安。 

・その間，何をしたらいいのか 

分からなくて困る。 

「ちょっと」を具体化する。 

→「何分くらいですか？」と，聞く練習。 

 

 

「待つ」を具体化する。 

→「何をしていたらいいですか？」 

 「○○をしていてもいいですか？」 

と，聞く練習。 

  

 

「いっぱい話されると，ごちゃごちゃ 

に聞こえる。」 

 

・2つ以上の指示は覚えられない。 

・聞きながらメモはとれない。 

 

指示や手順を見える化する。 

→・箇条書きにして，終わったら消す。 

 ・今やっている所にマグネットを付け，終わ 

ったら次の項目にマグネットを移動させ 

る。 

 

（今どこをやっているのか，終わりはどこな 

のか，見通しがもてる物を用意。） 

  

 

「忘れ物が多くて，家でも学校でも 

注意されてばかりで嫌になる。」 

 

・算数だけでも，教科書・ノート・ドリル・ 

定規・・・コンパスや分度器がいる時も 

あるし，何がいるのか分からなくなる。 

・「前回使ったんだから，今回も必要なの

は当たり前！」と，言われても分からな

い。 

 ・大きい声で叱られても，なんで怒ってい

るのかわけを説明してくれないと, 

怒鳴られたことしか残らない。 

持って行く物を見える化する。 

→・チェックリストを作る。 

・絶対にいるものに赤で○をする。 

・種類ごとに整理して，片付ける場所を固定 

する。 

 ・分類トレーニングで，仲間分けをしたり， 

必要なもの選択したりする。 

  ・どうすればよかったのか，具体的に伝え， 

必要な物を書いて渡す。 

  

 


